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平成平成2525年年1010月月1111日日

高知県農業農村整備事業計画審査会高知県農業農村整備事業計画審査会



志和工区

（当初）計画一般図（当初）計画一般図

興津工区
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●四万十町の「津波避難計画」を踏まえ、
津波避難塔などのハード整備実施

●基幹的な農業施設の整備
⇒ ため池整備



（当初）計画（当初）計画平面図（興津工区）（興津工区）

3



（当初）計画（当初）計画平面図（志和工区）（志和工区）
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進捗状況（Ｈ２５．９時点）進捗状況（Ｈ２５．９時点）

事業費 事業量 事業費 事業量 事業費 事業量

ため池整備　1ヶ所[興津工区] ため池整備　1ヶ所

避難路整備　4ヶ所 避難路整備　2ヶ所 避難路整備　2ヶ所

　　　　　　　　　[興津工区2ヶ所] 　　　　　　　　　[興津工区2ヶ所] 　　　　　　　　　[志和工区2ヶ所]

　　　　　　　　　[志和工区2ヶ所]

全体計画 平成26年度以降平成25年度まで

　　　　　　　　　[志和工区2ヶ所]

避難誘導灯整備　　27基 避難誘導灯整備　　20基 避難誘導灯整備　7基

　　　　　　　　　[興津工区20基] 　　　　　　　　　[興津工区20基] 　　　　　　　　　[志和工区7基]

　　　　　　　　　[志和工区7基]

避難塔整備　4基 避難塔整備　3基 避難塔整備　1基

　　　　　　　　　[興津工区4基] 　　　　　　　　　[興津工区3基] 　　　　　　　　　[興津工区1基]

防火水槽整備　2ヶ所 防火水槽整備　2ヶ所

　　　　　　　　　[興津工区1ヶ所] 　　　　　　　　　[興津工区1ヶ所]

　　　　　　　　　[志和工区1ヶ所] 　　　　　　　　　[志和工区1ヶ所]

739,000 598,600 140,400
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１号塔

４号塔

津波避難塔位置（津波避難塔位置（11号～４号）号～４号）

２号塔

３号塔

４号塔

11～～３号塔は設置済３号塔は設置済
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１号津波避難塔１号津波避難塔
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２号津波避難塔２号津波避難塔
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３号津波避難塔３号津波避難塔
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津波避難塔の工程表津波避難塔の工程表

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

 実施設計委託業務

１・２・３号避難塔 工事

H23.3.11以降

津波浸水深等の想定見直しに
係る動き

１
・
２
・
３

号
避
難
塔

情
勢

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度～

国

8/28

5/10 12/10

H23.3.11

東日本大震災

3/31

最大クラス

震度分布・津波高

１次報告公表

8/29

震度分布・津波高

２次報告公表

（四万十町）「津波避難計画」見直し

１号・２号・３号見直し基本設計委託業務

１号・２号・３号見直し詳細設計委託業務

(予定) １・２・３号避難塔 工事

４号塔　実施設計委託業務

(予定) ４号避難塔 工事

係る動き

計
画
見
直
し

１
・
２
・
３
号
塔

見
直
し

４
号
塔

5/10

【高知県版第１弾】

津波浸水予測の公表

(50mﾒｯｼｭ)

12/10

【高知県版第2弾】

震度分布・津波浸水予測の公表

(10mﾒｯｼｭ)

高知県
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新想定に対する新想定に対する
「興津地区津波避難計画」の見直し「興津地区津波避難計画」の見直し「興津地区津波避難計画」の見直し「興津地区津波避難計画」の見直し
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（当初）津波避難計画策定の条件（当初）津波避難計画策定の条件

　最大津波高さ： ８．６９ｍ
　　（沿岸部） 　高知県モデル→（マグニチュードは、1854年安政南海地震のM=8.4）

　津波浸水深： H17年「高知県津波防災アセスメント補完報告書」の浸水マップを基に算定
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　第一波到達時間： 　　２２分［第一波到達］←H17年「高知県津波防災アセスメント補完報告書」

　避難可能時間： １２分 （＝津波[第１波]到達時間２２分　－　避難準備５分　－　近隣住民安否確認５分）

　避難速度： 　　 漁業集落の避難施設整備で使用している基本値＝0.743m/sを基に、地区の倒壊物の状
況を踏まえて算定



((当初当初))津波避難計画津波避難計画

ﾍﾘﾎﾟｰﾄ

保育所
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

現
況
に
避
難
施
設
の
無
い
４
区
域
に
、

津
波
避
難
塔
４
基
を
新
設
す
る
計
画
。

漁業集落環境整備事業で
避難広場（T.P.+15m）整備済

興津小・中学校

漁業集落漁業集落
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新想定による浸水予測新想定による浸水予測

参考(①－②) （+7.22m） （+9.87m） （+9.01m） （+6.29m）

[旧想定]浸水深②  1.4m  2.8m  3.8m  0.3m 

１号塔 ２号塔 ３号塔 ４号塔

[新想定]浸水深①  8.62m  12.67m  12.81m  6.59m 

避難タワ－4
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（（見直し見直し）津波避難計画策定の条件）津波避難計画策定の条件

最大津波高さ： ３１ｍ
　（沿岸部） （津波想定マグニチュードはM=9.1）

津波浸水深： １０ｍメッシュのテータを採用
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津波到達時間（足を取られて動けなくなる高さの津波（浸水深30cm）の到達時間）：　概ね１７分

避難可能時間： 避難開始まで（避難準備）に5分以上を要するものとし、確実な避難時間の目安は10分

避難速度： 「高知県津波避難計画策定指針（中間とりまとめ）」（H25.1）に基づき
高齢者等0.5m/s　（健常者0.7m/s）



((見直し後見直し後))津波避難計画津波避難計画

16



新想定に対する津波避難塔の検証及び見直し新想定に対する津波避難塔の検証及び見直し

○高さ○高さ
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○構造○構造⇒⇒１，２，３号津波避難塔１，２，３号津波避難塔



【【新想定新想定】】に対する津波避難塔の「に対する津波避難塔の「高さ高さ」」
の検証及び計画見直し（案）の検証及び計画見直し（案）

① ② ③ ④=③-① ⑤

新想定津波
水位高
(海抜)

避難塔

当初計画

（海抜）

地殻変動後
既設避難塔
（海抜）

不足高

見直し案
（海抜）

１号塔(設置済) 11.93m 14.20m 2.27m

２号塔(設置済) 14.60m 14.20m -0 .40m

３号塔(設置済) 13.83m 14.10m 0.27m

４号塔(未設置) 11.56m 14.20m 2.64m

19.00m15 .00m

余裕高

◆高さ：現在の計画（海抜15.0m）を４ｍ高くし、海抜１９．０mに統一する。
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【【新想定新想定】】に対する既設津波避難塔の「に対する既設津波避難塔の「構造構造」」
の検証及び計画見直し（案）の検証及び計画見直し（案）

地震時 津波時 地震時 津波時

安全率 安全率 安全率 安全率

１号塔 1.04 1.04 1.04 0.66

２号塔 1.61 1.02 1.61 0.47

旧想定に対する計画 新想定に対する照査

３号塔 2.38 1.08 2.38 0.27

◆高さ及び構造に対する対策工事が必要である。

○地震時(液状化)について、現在の津波避難塔は安全を確保できる
構造である。

○津波時について、現在の津波避難塔は安全を確保できない構造
である。
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【【新想定新想定】】に対する既設津波避難塔の「に対する既設津波避難塔の「構造構造」」
の検証及び計画見直し（案）の検証及び計画見直し（案）

地震時 津波時 地震時 津波時

安全率 安全率 安全率 安全率

１号塔 1.04 1.04 1.04 0.66

２号塔 1.61 1.02 1.61 0.47

旧想定に対する計画 新想定に対する照査

３号塔 2.38 1.08 2.38 0.27

◆高さ及び構造に対する対策工事が必要である。

○地震時(液状化)について、現在の津波避難塔は安全を確保できる
構造である。

○津波時について、現在の津波避難塔は安全を確保できない構造
である。
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既設津波避難塔の対策工法の検討既設津波避難塔の対策工法の検討

１　案 ２　案 ４　案

基礎部嵩上　＋　１階層嵩上 柱、梁補強　＋　１階層嵩上 新設

既存施設利用の場合 新設の場合

既存施設＋新設

３　案

・塔の周りに擁壁設置等により、
現地盤を盛土することで津波力を
低減する。
・既存施設を嵩上げして避難ス
ペースを設置する。

・柱、梁のフレームを増やす。
・既存施設を嵩上げして避難ス
ペースを設置する。

・新たにゼロから塔を新設
する。

・人の動線を考慮して入口を複数設置して
いる既存施設を昇降施設として利用。
・併設して避難施設(塔)を新設し既存施設
から渡れるようにする。
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対策工法の選定対策工法の選定
◇工法選定の最大のポイント

⇒既設避難塔が避難施設としての機能を維持確保できること。
（※新想定には対応できないが、工事中に地震が発生しない
という保証はない）

対策工法 評価

・ 屋上嵩上げ時には、現避難スペースを取り壊すことになる。
・

×

新想定浸水深が大幅増になったため津波力が大きくなり過ぎ、既存施設
の基礎を取り壊しての大規模な改修工事が必要となり、工事期間中は施
設 立入りが不可能になる

検証

１　案
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・

・

・

・ (既存施設は昇降施設としての機能も持つことになる)

・

・

・ (３案に比べ、既存施設の撤去、階段設置が必要となり工費が高くなる。)

×

○

△

既存施設の構造を変えないため、既存施設はそのまま使用でき、旧想定
の津波に対する避難施設としての機能は確保できる。
地区の避難場所の空白期間は生じない。

設への立入りが不可能になる。
地区の避難場所の空白期間が生じる。

３　案

４　案

隣にゼロから新設となれば、既存施設はそのまま使用でき、旧想定の津
波に対する避難施設としての機能は確保できる。

地区の避難場所の空白期間は生じない。

２　案



変更計画（現在作業中）変更計画（現在作業中）

興津

ため池(元地池) 1

避難路(小室橋) 1

誘導灯

変更計画(予定)

名　称 数 量

避難塔(ﾀﾜｰ④) 1

20

避難塔(ﾀﾜｰ①) 1

避難塔(ﾀﾜｰ②) 1

避難塔(ﾀﾜｰ③) 1

名　称 数 量

1

避難塔(ﾀﾜｰ④) 1

避難塔(ﾀﾜｰ③)

避難路(寺口橋) 1 避難路(寺口橋) 1

当初計画
工区

ため池(元地池) 1

避難路(小室橋) 1

誘導灯 20

避難塔(ﾀﾜｰ①) 1

避難塔(ﾀﾜｰ②) 1

事業費

工期

志和

避難広場① 1

避難広場② 1

誘導灯 7

防火水槽 1

避難塔(ﾀﾜｰ④) 1

防火水槽 1

Ｈ２１　～　Ｈ２６

約1,700,000千円
（※現在、精査中）

Ｈ２１　～　Ｈ２８

避難塔(ﾀﾜｰ④) 1

530,000 千円

避難計画の見直し踏まえ、

四万十町が整備
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